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令和４年度生涯学習部各課・館主要事務事業概要 
（教育総務課） 

事 業 名 事      業      概      要 事業実施目的 

（総務企画担当） 

１ 教育委員会議 

運営業務 

教育委員会議開催に関する運営業務。 

 

円滑な組織運営を

行うため 

２ 秘書業務 教育長及び教育委員に係る秘書業務。 

３ 柏市教育振興

計画業務 

柏市教育振興計画の総括業務。 

 

４ 教育行政重点

化方針策定及び点

検・評価関係業務 

・教育行政重点化方針の策定に係る総括業務。 

・教育行政の点検及び評価の総括業務。 

 

５ 教育功労及び

教育奨励の表彰業

務 

教育功労及び教育奨励の表彰に関する業務。 

 

教育振興のため 

（人事給与担当） 

６ 人事給与業務 ・教育委員会の職員の任免・給与その他人事関係業務。 

・教育委員会の職員の服務，研修及び福利厚生関係業務。 

円滑な組織運営を

行うため 

７ 組織定員業務 ・組織の調整及び総括業務。 

・教育委員会の定員管理の総括業務。 
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令和４年度生涯学習部各課・館主要事務事業概要 
（生涯学習課） 

事 業 名 事     業     概     要 事業実施目的 

（企画総務担当） 

１ 柏市生涯学習

推進計画について 

 令和３年３月に策定した第４次柏市生涯学習推進計画の進捗管理等を行う。 生涯学習推進体制

の充実 

２  か しわ 地域 

学びの事業者連絡

会の開催 

市内事業者と生涯学習情報を共有することにより，市民に幅広い学習情報等を提供できる

環境の構築を図る。 

 

３ 「みんなの子育

て広場」の実施 

 

 学校・家庭・地域が連携し，学校等の施設を利用した保護者や地域の方々の学習会や懇談，

子育て相談などができる場を運営・実施する。 

 家庭教育を支援するため，生涯学習専門アドバイザーを配置し，コーディネーターを各校

に派遣する。市内全４２小学校で実施予定。 

 

家庭教育の支援 

４ 家庭教育推進

団体等支援事業 

小・中ＰＴＡ，幼稚園・保育園・こどもルームの保護者会等，また，かしわ

地域学びの事業者連絡会加入の企業を対象に，家庭教育に関する講演会等の講

師謝礼について支援を行う。  

 

５ 社会教育関係

団体支援 

・社会教育関係団体の事業や運営に対して，団体の自立性を損なわない範囲で助言を含めて

支援する。 

・家庭教育支援について連携した取り組みを行う。 

 

社会教育関係団体

支援 

６ 社会教育委員

会議の開催 

・前期の社会教育委員からの提言を受け，その実践に向けた検討を行う。 

・千葉県社会教育委員連絡協議会，東葛飾地区社会教育連絡協議会への参加。 

市民の意見の社会

教育行政への反映 



 3 

７ 生涯学習情報

の提供（らんらんか

しわ） 

市及び民間を含む生涯学習関係団体が主催する講座，イベント等の情報，柏市内で活動す

る団体・サークルの情報，生涯学習ボランティアの情報等，柏市内を中心とする生涯学習に

関する情報を総合的に提供する。 

市民の生涯学習活

動の支援 

８ 生涯学習ボラ

ンティアシステム

の運用 

生涯学習ボランティア登録者名簿の作成及び生涯学習情報提供システム「らんらんかし

わ」での情報提供により，市民の学習活動の支援促進を図る。 

９ 生涯学習まち

づくり出前講座の

実施 

市民の要望に応じて市職員等が講師として出向き，市の事業や施策等について市民に説明

し理解を得る活動を通じて，市民と行政が一体となったまちづくりを推進する。 

（放課後子ども教室担当） 

１０ 放課後子ど

も教室の実施 

 放課後に市内４２小学校で余裕教室等を利用して，地域の方々等の協力を得ながらステッ

プアップ学習会（補充学習）を実施し，子ども達の学習習慣の定着及び学習意欲の向上を図

る。長期休暇期間に夏休み子ども教室（体験活動）を実施する他，子どもの放課後の居場所

拡充のため，学習・体験・遊び等に活動内容を広げた新しい取組を開始する。 

 

放課後の子どもの

家庭学習の習慣化

と学びの場 

（青少年育成担当） 

１１ 成人式の実

施 

・２０歳（はたち）の方の代表で組織した実行委員会を設け企画・運営にあたる。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し，集合方式での開催の予定。 

 

２０歳（はたち）

の祝い，励まし 

１２ 青少年関係

団体の支援 

青少年関係団体の育成指導及び活動の支援を行い青少年の健全育成を図る。 青少年団体の育成

と相互連携 

１３ 青少年セン

ターの運営 

青少年及び青少年団体の研修や野外活動の拠点としての場を提供するとともに，教職員研

修等の場としての利用に供する。また，未就学児の地域子育て支援拠点を設置し，施設の有

効活用を図る。 
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令和４年度生涯学習部各課・館主要事務事業概要 

（文化課）  
事 業 名 事       業       概       要  事業実施目的  

（文化担当） 

１ 芸術文化事業の実施に

関すること 

・文化祭の開催  

・音楽の街かしわの創出（音楽イベント等の実施）  

・企画展の実施  

市民に発表や鑑賞の

機会を提供すること。 

「音楽の街かしわ」を

イメージ付けシビッ

クプライドの向上を

目指す。 

２ 市民の芸術文化活動の

支援に関すること 

・市民文化活動の支援  

・かしわ塾 

・育 成 ， 支 援 （ ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 の 実 施 ）  

芸術文化団体の活

動，若手の育成を

支援し，市の文化

振興を図る。  

３ 市民ギャラリーの管理

運営及び施設整備 

 

・指定管理者による柏市民ギャラリーの運営に対するサポート  市民が身近な場で

美術に触れること

ができる機会を提

供する。  

４ 芸術文化の振興に関す

ること 

 

・美術品の保管，活用に関すること  

 

 

 

 

 

 

所蔵美術作品の適

正な管理，活用に

努める。  
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（文化財担当） 

５ 文化財の保護・普及・

活用 

 

・市内に所在する文化財の調査・研究や普及・活用。  

・開発により失われる埋蔵文化財（遺跡）の記録による保存（発掘

調査）。  

・市の所有する文化財の管理と指定文化財の管理者や民俗芸能団体

への補助。  

・柏市文化財保存活用地域計画の策定。  

文化財の普及と市域

歴史の市民への啓発

及び文化財を後世に

残し伝えていく 

 

６ 郷土資料展示室の管理

及び運営 

 

日ごろ目に触れることの少ない歴史資料や考古資料などの実物を

展示し，市域の歴史や文化財を紹介するとともに，市所有の美術品

等を公開する。  

郷土の歴史や文化財

への理解を深めると

ともに，美術工芸に対

する関心にも応える 

 

（市史編さん担当）   

７ 柏市史の刊行 

 

市史刊行計画に基づき，（仮題）「柏市史（沼南町史通史編）」の刊行準備を行う。 郷土への理解を深め

る 

８ 史料の保存と活用 

 

・市史編さん事業の過程で収集した写真資料や古文書等を分類整理し，写真展や古文

書講読会などで市民に活用の機会提供を図る。 

・これらの整理作業には市民ボランティアを積極的に活用し，市民参加・参画の機会

拡大を図る。 

 

郷土の歴史資料を後

世に伝え，公開する 

９ 市史啓発活動 

 

 

市史講演会・現地案内型の歴史散歩・市民が主催する講座への講師派遣。 市史を通して市民の

愛郷心の昂揚を図る 
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教育機関 

令和４年度生涯学習部各課・館主要事務事業概要 

（中央公民館） 
事 業 名 事      業      概      要 事業実施目的 

（管理・事業担当）  施設の環境整備 

１ 公民館の管理

運営 

 利用者が安全に安心して利用できるよう，施設管理を行う。 施設の環境整備 

２ 公民館の使用

許可に関すること 

 利用者の利便性の向上のため導入した「公共施設予約システム」を活用するなど，効率的

な館の使用を進め，施設の稼働率向上に努める。 

施設の利用促進 

市民サービスの向上 

３ 公民館事業の

企画及び実施に関

すること 

 地域づくりへの参画支援や学習機会の提供を目的に，ライフステージに応じた講座を実施

するため，専門知識を持った「生涯学習専門アドバイザー」を配置。 

学習機会の提供 

４ 公民館運営審

議会の開催 

・各種事業の企画実施について調査審議し，公民館事業・管理運営等に反映させる。 

・千葉県公民館研究大会への参加 

 

市民の意見の公民館

事業への反映 
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令和４年度生涯学習部各課・館主要事務事業概要 

                               （図書館）  
事  業  名  事        業        概        要  事業実施の目的  

（総務企画担当）  

１  図 書 館

協 議 会 の 開

催  

 「地域」を協議テーマに設定し，地域資料の収集や活用の方向性につい

ての議論や実施した事業の評価を行う。  

図 書 館 サ ー ビ ス の

充実  

 

２  駅 前 こ

ども広場・こ

ど も 図 書 館

の検討  

 

 駅前に子育てに関する機能を集約した「こども広場」及び「こども図書

館」の設置検討を行うため，こども部等と連携してニーズ調査や実態調査

を行うとともに，先進自治体の取組みを研究する。  

子育て支援  

３  地 域 情

報 拠 点 化 事

業  

 世代交代等により散逸の危機にある地域の歴史や活動を記録した資料

や情報を，その地域にある図書館（本館・分館）に集積し，次世代に引き

継ぐ。収集・整理や活用を地域住民とともに行うことで，地域への理解や

愛着を醸成する。  

 

地 域 社 会 を 担 う 人

材の育成  

４  施 設 管

理事業  

 施設の補修 ,改修等を計画的に行う。  

  

管理運営業務  

５  会 計 年

度 任 用 職 員

業務  

 約１４０名の会計年度任用職員のシフト調整・報酬支払事務・採用・服

務関係事務を滞りなく行う。  
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（サービス担当）  

６  市 民 の

調 査 研 究 活

動の支援  

 資料の収集・整理・保存・提供の役割と機能を担い，市民の調査研究活

動を支える。利用者が求めている情報を迅速・的確に提供することができ

るよう，職員研修の充実を図る。  

調 査 研 究 活 動 の 支

援  

職 員 の レ フ ァ レ ン

ス能力の向上  

 

７  多 様 な

資 料 の 収 集

及びＰＲ  

 市民の学びや生きる力を養うことを支えるため，多様な資料を収集する

とともに資料の更新を行う。  

 様々なテーマで展示等を行い，積極的に所蔵資料のＰＲを行う。  

多様な資料の収集  

図書館資料のＰＲ  

８  こ ど も

図 書 館 運 営

推進事業  

 子育て・ボランティア支援機能を持ち，乳幼児とその保護者の読書活動

支援機能を有する「こども図書館」事業の充実を図る。おはなし会等の各

種イベントを実施し，子育て支援機能，母子保健支援機能，世代間・地域

交流機能の充実を図る。  

子 ど も の 読 書 環 境

整備の充実              

子 育 て 支 援 事 業 の

強化  

 

９  学 校 図

書館連携・支

援強化  

 学校図書館のニーズに沿った資料や情報の提供，小・中学生の職場体験

学習の受入れ，小・中学校図書館担当者との定期的な打ち合わせ，市内高

等学校・大学図書館担当者との意見交換会の開催等を通して，学校図書館

と連携を図りながら事業を実施する。「柏市子ども読書活動推進計画」の

改訂を行う。  

学校図書館連携・支

援強化  

子 ど も 読 書 活 動 推

進  

１ ０  ボ ラ

ン テ ィ ア 育

成事業  

 市内全館でのおはなし会の開催を目的とした図書館読み聞かせボラン

ティアの養成・育成を行う。  

ボランティア育成  
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１ １  ブ ッ

ク ス タ ー ト

事業  

 ブックスタートボランティアの継続的な養成・育成を行うとともに，地

域保健課・子育て支援課との連携を図る。  

 保護者への１歳６か月児健康診査前（両親学級等）の読み聞かせＰＲを

図る。  

ボランティア育成  

保 護 者 へ の Ｐ Ｒ 充

実  

１ ２  プ ラ

ネ タ リ ウ ム

事業  

 プラネタリウム事業を推進するとともに，機器の維持管理を行う。また，

学校等関係団体への利用推進を図る。あわせて，ホームページ等の活用や

記念品を作成し，プラネタリウムのある図書館をＰＲしていくとともに，

宇宙・科学等について，市民の関心喚起を行う。  

市民の天文知識，宇

宙情報，科学に関す

る関心の醸成  

 

新型コロナウイルス感染拡大に伴う対応について  

 

 

 
 

特筆すべき事項がありましら，ご記入下さい。  

（ ex：イベントの中止，動画配信，施設の利用方法の変更等）  

【図書館】  

・マスクの着用や短時間の利用の呼びかけを行い，席の間引き等の感染対策を実施している。  

・おはなし会については，新型コロナウイルス感染予防対策を行い，令和 4 年 1 月から再開をしている。  

・集合・対面形式となるイベントや意見交換会については，状況を注視しながら開催の是非を判断していく。 

・ビブリオバトルは，予選についてはオンライン，決勝については参加者が会場へ集合しての開催を予定。

人数が密にならないようにするため，観覧希望者に対してのＺｏｏｍ配信を検討している。  


